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地球上の人口は現在4H意人に達し.なJ五.tI"'IIJIlの一途を
辿っている。これらの人々を養う食栂{ム各悶でI衿産の
努力が払われているにもかかわらず.不足 し現{E，全
人口の約70%は.飢餓か.それ院でなくても何かの栄益
業の不足に悩まきれている.ft問地生と共に.食F員の配
分にも ~(i与が必安であるが，人口の急速な精力Hは将米丘
地問題を一層凶維にするものと忠わtLるe
・n.文明が進むに従い.環境を変え.あるいは破壊
し.また局地に公害をまき飲らすに到 7 たか，環境の変
化は地球全体の Lベ 1レで考えなけれはな らな〈なってき
ヒトは環境にj鍾応してその絡を.tlH'jして来た，tぴ量も
広い窓l味でf器材I条件のーっと々えり ILるc このよヮに環
境が破壊されあるいは変化してゆくとき. ヒトは二れに
適応してゆかなければならないか， ヒトが従来とのよ 1
に環境に適応して生存して米たかを生nるこ Eが将米の適
応の(上行を鞠iる基礎となると忠われる。
1964年，国際生物学連合r:tパリにi-;いて lnternationaI 
BiologicaI Progl'am(IBP)といづ国際的な研究計図を従
1呂し.多〈の!詞がこの計i町に参加したが， 日本でも学術
会議の中{こ IBPのための特別委員会が作られ.降 1-.，水
上あるいは海洋での動樋物の生物生産7)や生物資源の利
用.管理について多〈の研究が行なわれた也この中に，
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ヒトの適応能(HomanAdaptation)に関する研究班があ
り. 日本ではヒトの耐寒性.耐熱性.作品住能.栄養と寿
命，遺伝と遁応能など多彩な研究地司?なわれた沢 一方.
世界的レベルでは，布地住民や極地(寒冷地)住民の栄養
や適応能などを実地に踏査研究し. ヒトの生きる可能性
が調べられた。これらの研究は約10年続き， 日本ての研
究の報告書も発表きれているど
このように. ヒトの生きる可能性を.地球のレベルて
研究し.将来の対策を考えよ うとする試みは，!OCに十数
年前より国際的な関心をよんで来た。
主在者らは， lBPのヒトの適応能に関する研究班に属し
寒冷地住民の栄養と適応について研究した?却さらに. こ
の研究班の日本の代表者吉村li. パプアニューギニア高
地民の環境に対する適応に注目し， 1973年ょっ.白木と
共に.現地での調1i研究め可能性について予備調査を行
ったY536J
ヒトの生活隊式1.1，闘により.部族によリ大きな差が
あるが.これはその風土や食織などの環筏に適応して生
活様比の仮本が作られ，ニれに種々の文化的要素が加え
られて現花の機式が完成きれるのが普通である。文明社
会では， 1;1:げしい文明の進歩によリ，従来形成されてい
た環境に対する適応の姿が覆われていることか多いが.
パプアニューギニアのi街地でI~. 文明社会の影響が比較
的少なく，栄主主や風土に対するヒトの滋応の状態が観察
しやすいと与えられる。
すーストラリヤの研究者は以前よりこの地践の人々の
栄養状態に注目し， 19471f-. i&~館地区住民と共に高f也氏
についても調査を行った?これによれば高地民1人l日
当リ成人の平均摂取熱訟は約1610kcal，蛋白質iよ約22g 
となっている.
摂取熱量が少ない上に蛋白質伎取骨量がこのように少い
とすれば司各極州民栄養症状がまえわ札浮臆あるいは紘
，? 
度がみ られたり，作業能力の低下があってむ当然と思わ
れる.しかし現地の人々にはそのような症状はみられず，
一般に精停で筋骨も迄ましら、そこで歴代続L、た低栄養
の環境に対L適応が成立しているのではないかと.機q
の可能性が怨像きれている=
HipslcY';t~'パプアニュ ー ギニア商I也氏の低栄養の食
事環境に対する通応の方法に 2通リを考えた。 1つ1;1:発
育の低下である。 f買取蛋白nが少なければ小児の成主主1;:
遅延し.成人になっても体絡を小きいままに留める。少
ない栄養の総量に過した小さい体絡で，それなりに健康
を維持するのである. 他的適応の与法として，尿素態~
~の薄利用がある。 通常尿紫tま，蚤自覚の代謝終末魔物
として尿より俳it!tされるが.低栄養の渇合.小腸内に排
可知
(2 ) 
学
itlfされた尿素li，そこで腸内細菌によリアンモニアに分
解され.体内に再び吸収されて可欠アミ ノ般の材料にな
る。きらに.腸内細菌が尿棄を用いて必須アミノ般を合
成し，こnを体内に再吸収して利用Lているとする考え
bある.Oomenは甘藷を主食とするパプアニューキニア
高地民に，分子~X塗索を固定する腸内細菌の存在を証明
したと云い，空中塗紫の固定の可能性を縫唱している?
以上のようにバプアニューギニア高地民の栄養状態に
「いて色々の疑問があげられている。
1977年 3 月.吉村らはようやく現地政府より，内地I~
7)栄事量調査を行う許可を得.何年7月より 9月にわたリ
小石 Il 内木と4\.に，~プアニューギニア東部高地地区の
Gorokaに布いてチ{向調公を実地した。その結果，列I也人
li，身長はやや低いが体.ilil重し筋fTi墨しい{本物であ
るが，摂取している食事は甘絡が大部分で.栄養上IJ.貧
弱であるらしいことを知った?そこで1978~8月，再び
東郊pjt也に赴きー Gorokaより点て約l時間半山路をゆき
さらに約1時間.急峻な沢を下った保高約l，600mにある
Beha村Kalugaluviで栄養調査を実地した。
I パプアニューギニアの慨況"'
イアアニューギニアはニニLーギニア本島の東半分とそ
のまわりに欣在する局暗からなる同で. 人口265万l19741，
l飼債は498， 600~，"2，赤道白下より南緯121交の問に位置し，
'・削・晶.‘".嗣
I 偽u.叫.u.岡
、¥〆司/
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図-1 パプアニ 1ーギヱアの位置
τー ストラリア入陸の北にある。南方i土'ILJ也で{氏<，中
央:は険l!!lな山脈て.不処"'1に分自主した尾恨と.1.ム〈分布
する樹伎1えのV字谷が俊維なJ也形を作っている@山脈j也
併に IJ.~票高 1 ， 500-2 ， 5∞m のとニらに俺かな台J也が散化
L. 二こしへ守申'ft.んでいる
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沿岸地方は最低気温が20-25'C，綾高気温IBO-35・c
になるが.高地では，最低気温10-13"(;，段高気温は22
-2S'Cでいずれも年間を通じて変化が少い。 降雨~は年
間2，000-3，00伽mであるが，地域によって差が大きし
年間 7，ωOmmに達するところもある。京都高地では雨期
lilO月-[1月に始まり翌年3月-4月に終る。乾期lニも
夕方短時間降雨を見ることが多い。
ニューギニア本島は1511年ポルトガル人によって発見
されたが.その後西半分はイリアン Jャヤとしてオラン
ダ領に，東半分の うち北1問'JLtニューギニ?としてドイヴ
術に.南側1;1:ぺT7として英国の保議領tなったが 1去
にパプアとニュ キニアはまとめてオーストラ 1)アに統
治されたロ 1975年 8丹新し〈懲法を制定L. 同年9月に
独立した。
，εプアニューギニアの脊梁部I;l:2，OOO-3，000mの山脈
が緩維に走 1)，険しくでヒトを近づけない。ょの高地に
ヒ卜がi主んでいることが外界に知られたのは1930年代に
な勺てからである。そこには新石器時代きながらの生活
を営む高地人が住んでいた，ジャングルと湿地帯， W~，f; 
とIt.hい、山脈が人々の互いの交流を妨げ.現在数百の
部族が同ヒ数の全〈異なった言語を話すといわれている。
言語が文化を示すとすれは 時|聞を君主ねる中に文化が主主なっ
た方向に変化し発達して来たことを示す。筆者らの調査した
8eha村は，隣1)村であるLufa村から山臣告を歩いて約 2時
閉め距離にあるが.両方の村では全〈異なった言集を用
L・ていた。高地地区全体で79.2万人が住み.パブア側お
よひ¥ニューギニア側の7毎惨I也滑に [48万入居住しでも‘
るのと比べ，高地に(主む人々の割合が多い司王がわかる。
沿岸平地は一般に狭<.高も‘1脈がすぐifI.っており，
;巷から物を内陸に運ぷことは困難である@国の南西部は
l息地になっているが.ょこには大きな)1や湿地帯が拡が
り， ヒトをよせっけなもυそのため海路と空路が非常に
発達している。空港の数は粍飛行機用まで含めると約400
を数える。東北郎の港であるLaeと高地地区を給...，国道
があるが，気候やI也形のためその他にはほとんど道路は
発達せず.これが経済開発や国民の教育を進める上に大
事会ヰ 17になってい る。1975年の全国平均小学校就学
率l:t57%であるが，地域により差が大きし特に人口の
多い高地地区て・li依然低い数字となっている。1971年の
調査によると10畿以上の人で英語のわかる人が約20%，
Pidgin英語(英語， ドイ・Y詩，中国紙.その他の言語を
混ぜ，現在.過去.未来の区別も4・く した簡単な言葉)が
約20%に理解されるが，文盲が68~品に 及. i.:と云う。
口調査地区
{通)
GorokaliPort Moresbyょっ飛行機で約1時間40分の
距離にある高地地区最大の町である。際問1，600m，人口
は12，000人a ここから丘陵地帯を約 1時間半南の方向に
図-2 Eastern Jlighlandsの地図
ジープで行くとLufa村に着<.標高1.900m，こ二からは
急、峻な悪路になるが，約30分て'8eha村のノド判交前に着〈ロ
標高2，000m。ニニで車を乗り捨て J草も定かて・ない急斜
面を約5∞m谷間へ降リる。約 1時間かかる。こJ二に猫
古副大の台地があっ， 8eha村Kalugaluviがある@戸数約40.
人口約[50名である。この村落の東IPJに約3，000'げのなだ
らかな台地があり，ここ に筆者らは尉{主および実験を
行うための小屋を建て，約30日間居住して調査を行った。
必要な器材は総てLuf叶i ま で |ラ ッ 7 で運び~ Kalugaluvj 
へはヘリコブターで搬入した。
8eha 村は*~r.'E l ，500-1， 800mで3，750mのMt. Mich-
aelの北西の斜rniに位置する。人口は約1，000名， 1つの
保健所支所があり，また1976年に創立された公立小学校
があリ 118名の児童がいる.8eha村に 5つある集落のう
ちの lつであるKalugaluviは穂高約1，500 n1で， 150名の
人臼のヲち約半分が10歳以下であったu
Z宗筑t品は午前6時で13-16'C. 日中は IHまでは26-
28'Cであヮたが，直射日光下では暑かった 乾期であっ
たがほぼ毎日一度午後夕立があったe 人々の居住地区か
ら歩いて6-7分のとこ ろに谷川が流ILでいたが;茸が
けわし <. 人々はあまり水を用いている様子はなかった。
老人と子供はほとんど傑でわずかに腰の廻りを縫って
いるにすぎないが.fl!.の人勺{ム y ャツやズボンを身に
つけているのもみら九た。しかし針と糸で縫 うことを知
らないので，破れればそのまま という状態てあった。家
旅によってIJ1 B 1図谷川で水浴をし.からだそ洗って
いたが.川からの帰路には泥だらけじなうてしまうe 毛
髪は一本づっ鎗〈縮れているので，ことに f共の踊妥に
は多〈の蚤が*く っていた。信Hl，尺Lllいたが蚊はみられ
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なかった固
高地にI:t.宗五?としての豚以外には大き公動物は{土んで
いない
回調査 方法
身体計測は.Kalugalll引の全住民を対象と したが，男
チ55名，女子37名で7設から65歳の範凶の人々について
測定できたe 食餌調査と生活l時間調査は. ニのうちの成
人男子18名， 20員長から40i誕の範囲の人々をi蛍υ¥被倹考
1人に倹者が1人っき.早朝から就寝まで-1'神力を共にし
て測定し記録した。 1人につき 3日間連続して制炎した。
同時に全部の尿と疑も 3日HI1.t誌のた。またt. :血も行-，たa
この?度検者の身f本状況は表ー lの通りてある
表-1 彼検者のf本絡
uh酔 1..1 日
11検者数 ¥8 .11 
軍令 (年} 20-'0 26-29 
身長 {咽} 168.8土品A' 188.2土7.e
体重 {岬} 51.1士S瓜 6血2:t8.4
ローレル指1: "9.0士11.8 18U 
1 国民衆嘗掴査成償 (1 975年}
Z 平均1由土..偏差
本1
108・
80-111 
t d3.8:t:a 7
61.1主u
189.0 
これらの調査を通し，検者l止村氏の生前に極力融け込
む努力をした。1¥志の疎ilは英語. Pidgin英語を附いた
が，滞在期間が鮒かく現地説(Beha誘Hト用いるには到r，
なか勺た。
このi調1i:をjJfjじて観察し得たKalugaluvi住民の生t!U;
よび栄養状惣にゥいて報官L. ・部J曜日Eし得た現地請を
附記する。
W 調査対象地域の概況
1.医僚
Kukllnll river t Itegey 円 verの問にKalugaluvl.
Hogabei. Kiovi・Anitoi. しibilai<715つめ!長孫が点存し
ている。 Kalugalu引から一番近L、AnitoiまでIJ..山滋を
徒歩で20分余リの~þ-艇で1 ここにAldpost(Lufaに保健所
があリ .その支"'i)かあり. Rubel1という名の20代の
Doctor boyが析た。 f度lよChimbuProvince出身め練足
のドクターで.毎日15-20人(事ぃ時て骨3(j-40人)の忠r.
を:含るという。たさな病気， 手術の必要な!J}.f'iやワ 7手
ンやBCGの接粍などはLufaのHel!.lthCenterに送り.彼
，;t l.つばら，<ラリア忠、者への治療にベニシリン注射や
7ロロキン殺与を行¥'，キてやft.股の予勺に塗り.JI:¥を!f[
物
( 1 ) 
Aミp-
図-3 Beha付 lKalugaluvi，Kiovi， Hogabei 
Alitoi. Libilaけいfa村 1 Gono村1;1:際村
布し.風羽lや日員1荷の患者にf!i~を行っていた ペニーリ
ンを万能薬と考え‘臨月で腰痛を訴えるl!.者の腰にも注
射していたe ベニシリ〉は，赤ちゃん 1mt，子供2m( 
大人3m!打つのだそうである その他.ll'は割合よ くそ
ろっていて，せき止め，下痢止め.同薬.1E腸剤.内腹
痛薬，アスピリン.コモカイン、目薬(ベースト状)，ウ
ーマイ ンローション.火(得用主主布司~，皮膚病問~ffi薬，
かゆみ止め.iS布薬，麻酔~.選任案等が槻に並んでい
て，それにアルコ - IL.-， 2， 3の消毒薬.ガーゼ，綿{E.
2盤町薬用竹ベラ. ~生薬コ ヅ 7(50m!のポ 1メスシリングー)
なとか在うた ここでの投書1i，治療Uすべて無料である.
しかし告T石器時代のなごりを残す生活様式の中ては衛生
状態も良いとは云えず.司の医療保健政策もまだまだこ
れからというところであろう。 例えf:，悪性の反則的 F
f何をしている小さな子供のお民に泥を塗っつけたリ， ，~ 
m用品には枯草を使用するとか，お1茎li畑の中で行ヮた
りと Lつ状態で.乳幼児や妊1安婦死亡卒が非常に向い。
しかし， ニのようなjめ院な条件下で自然淘汰されて， J互
に強い人々のみが生き残る 6 我与の滞伝中に l回出1をが
あった.，急に?<7{'<'i，づいた彼女は， 30分程苦しんだ後.家
のすぐそばの焔に I~分で歩いて.慨を乗り組えて人，)，
真っ暗い.雨でぬかるんだ畑の中で，槻に限りすがって
あっという問に男の子を生み穫したのその回りを村の中
年の婦人連がとリ問み，やオーウ方ーオーが と泣き声をあ
げながら(二tlli，1，る激の儀式的反攻法・の一つで.別れの
i痔なども. I戻が:Uょうと出まいと.彼女達はこの泣き声
をあげ，我々を抱き しめて.悲しみを表現したJ生まれ
たばかりの赤ちゃんのヘソの絡を竹のへラで切り. Ittを
束わて.胎@I{でl<光る体をぬ「ってや「た.そし..f是
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rmもすぐ済んだが，産婦は補助の手も殆んど必要とせず
しっかりとした足どりで.すぐ又.f!障をまたいで家に~
K 上問の開か裂の側にヘノヂリと坐り込んで.タパコ
を一本おいしそうに喫った。その後2日間位1;1;.赤ちゃ
んと共に彼女は横になっていたが. 1査は普通の生活に戻
った
2，宗教.教育
1973 !f，. キリスト教がこのj也減に布鈍されて以米.村
人I;j.十ケクリスチャンである。 キリス 1・教はニューギニア
の奥深〈まで泌透している q'.'t;-を数える習慣の無かヮ
たニの固め人々に恥Mkiか?僧とたずねるのに(Haumas 
Christtnas)と聞くが. このLufat也氏の5歳以上の人なら
皆 5哉と答える、l!Oち5<f.IJにキリ 1 卜殺が入って来て
5回クけス7 スを迎えたからでムる q この池波の小学校
(公ir.)も2年前に出来た. f-Ilhtl:t.我々から見れ{王道
とも云いがたいようなけわしいt1Jil:'iを裸足で片道20分i立
かけて(我守だと 1時間近くかかる)かよっている。 j!'l一
回付の男i主の労働本仕Uがあって. まfご主金に開盤かさ
れていない健民主の本を切ったリ，凶')倒された木やその
切符'. "{ïなどを耳.~ 'I IW'いたりする作業を行も¥ この後，
PTAの会11-を開いたりする。校庭に生徒i主と'.(兄i主が
坐リ.校長先生/)'1受i色料未納者名を発哀したり.採に腰
みのの伝統的;ぇ7イルを生徒よ主にきせない機製抗したり
していた。没後主主118のこの小学伎には.佼1<:1人と先生
が2人}，I:る。先生i主は家法と共に赴任L-.r:て院内に'誌
を与えられ.服装もYシャツにえポン姿て:.. lir繁で，総tr.，
そうであった9 校内には先生方の街合が2軒の他にトイ・
レが2事U:校舎が1軒建っていて.いづれも竹細ゐのFE
の/J形の家て. 1-5年まて(その時点では 5ifが段高学
年)合同授業をlf -i，佼~1.t Pld畠 in*bftてa行わtL.英J.i告を
まず教えるので.小学校lニ行っている了の?らよく出来
るのは英語がかなリ話せるじtbけもする。Pidgin英語は
もちろんj1符である.(付でlムよほとのを人でない限リ
男性(;j.符Pidginが話せ，白骨付τLtl・1巨がi盆ヴこともある
こ の悶ては唯ーの共jJll~晋にむ q ている 伝性では広L、人
i主のみ少し，;{;せるf'tJ笠であ った，)I'l習時間には霊汗のぬ
り絵をしたり:弘を )r.・3だり Lていたε ぬり絵は，笠
~!-干の !fu.. を数行，!p.、それを解いた訟であるが，ヨÍ' 'J -^
トl立ち勾Jl{.て. -Hþ.jil;j.ijJL~ J.¥'茶色に '7レパスでぬっ
ていたのが印象的であった。又，歌a:賞美:Jkが多<，来
日号U:笠自lて勺〈 った:手製のιのを皆jSヮていて. 二tlて
仇を，、ヵ "ウIJl“-r:'1ズムを士" ~佳か上級生が音liIÍ を
とっでi寺かそれに昭和寸るという白山でのびのびと した
策朴な LJ)た勺たg
先生7')'.人JamesはCl.imbuドrovmCt'出身rnJ也知的な
(5 ) 
礼儀正しい青年で，平令(i20成で5ヶ月の，h<ちゃんがも・
ると云う。現地人て自分の年令を正絡に知Iっている人は
少ない Gorol悼の医学研究所に勤務する研究MiJlIJ只の
Jamesも少ないうちの1人で，正い・英知を話し， Pidgin炎
拾の他この国の約10稀の回葉が話せ.かするという。 1症
の父11牧師で第二次世界大戦中.オ-^-トラリヤ司1のjfi
訳もしていたインテリであ').正確な生年月日かわかる
のである。{度の~(，や 1;1; ')笑J苦をo!iL.研究所のタイピ
ストをしており，自分の年令を知司ていた。
調査対象に選んだ人々の年令i.しufa保健所貝 (現地
人1の意見や戸籍(197511・に作られた)を参考にしたりなど
して.推定 した。
3.結婚，家族関係
この砕けは. 5-61~て・primary schoolに入る。先生
のJamesの場合. そこで7午勉強し，さらに 2年間high
schoolを符てMt，11agenのteacher'strainingschool 
'-2 lf-恨んで教師の資絡を得た。その後寸 <'171為てa結婚
した b唱す <' ~U脅し . 19歳で現ィ九ての套と-PJ.II昏したのであるe
縦絡する怜l;t.男lよJ足を鏡疋に婦L.結納品はi'lして貨
うのカ・ルー 11-であるが，個人レベヰで品合いがつかぬ時
は将軍をに申し出て仲介してもらう 手れでもうま〈ゆか
ない P，~(.J: Assislanl Provinc凶 1COO1mlss ione rにi生
絡、さらに持があかぬ時l;tWelfare......紋後にL!Court
1:外込んで争う のである。そして離婚成立時に Hlもがい
れば.その手は16歳になるまでf!l-の!I;て'litiされ.それ
l-:J.1圭1必らず父のむで{主まなけれはならむも、。父は，そ
の問必らず経済的後s}Jをifうということになっており.
チの名前は父の名をつぐ。即ち. firsl nam~ (よそのチ向
身に付けられたちで. last name (;1:父のfirstname と i~
ヮている.父系家1iH十会なのである。
父系家肢のこの同ては た多」消1t t湖、、ていたが.現
在では.付 'C'L 2人1tをもっ人(.J:3 -4人限度であった。
例え1;I.".lon(;1;若い去がKalugaluviに居一て.彼の兄夫)iと11
んでいるか.隙村のLibilaeIこLう1人. f供をもっ~か
府る， !J!I正p.~ }Jか無いとJ.i.を嬰れない 日本でも・1結納
金としず~月 IJ結婚したい稲子の父にお金とブタなとプ
レセン卜するu 1C来.戦闘~.tiであった男 1:'. 争いのな
tなー た.fJUI.でも段緋はしない それは女の役目て{リJ(;I:.
fこまに狩jii¥に出かける). J<-に 1;;: 仕・J~の士号である畑をうえ
て.家族の白々の絡を生産きせなければならないので.
仰をrたぬ'iH 結婚1る資絡が無、‘4尺てある. q.ニ1?を数
えなトこのI也員長でli. 男.7)rは日泌が生え始めた内結時
“I能，こなる Kaluga1u，"iのilJjq昏!劃IJ. だいたいifr院の付
Z内で(Kiosa，Kiobi. f-log3bei~1少し勝れたドIrで Lufa
の Lulunai.KurukaそしてGOIlQで.1t主Lj主<I! Ch imbu 
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から来るよともあるとい 7o おもしろい暴に，彼らi立
、enemy(敵)と結婚するかのどとい 7.同じKalugaluvi内
や一番近いんlitoIの線とは結婚しない。つま q彼らは皆
brata.(兄弟姉妹)だから ~I ・ぅ訳で. ニれは近鋭結絡を避
けて来た人喝の知恵である.又.隣村でも言葉の異なる
ケーえもあるこの聞では，普から戦争が絶えず.略奪結
絡のなごりでもあるのだろう。しかし最近は例外もでき
ているとのことである。 brataの感覚であるれ兄弟姉妹
はむろん， 従弟Lハトコも皆彼らは同ヒように bralaC 
よ【.1，父の兄弟やその従兄弟は皆や父。で. また母の姉妹.
従姉妹は皆桶母'と呼. 1;。村中あちこちにbrataがおり，ま
た父や母が何人も居て. しばしば我々の頭は混乱した。
即ち，村は皆一家族という考えで.兄弟やその子供達が
仲良〈互に助け合って行くのは当然だというのである.
例えば， Karojaの家仏彼の兄の若い第二夫人が彼女の
妹と共に住んでいた(畑は各自で自分のを持ち. 食事は
別にする.)一方Karojaは， I皮の兄の先夫人の子の一人を
我以千と共に育てていた。彼の兄はほとんど出稼ぎに出
ていて.時.qj週末に，赤ちゃんのいる3軒経はなれた第
一夫人の所へ帰ってくる.
4 .村での生活.家屋
村{立問のように.住宅地域が.高き 1-15mの木の棚
唱働
" 
d齢
図-4 Kalugaluvi集落約40戸.
図1.1村の北1ftl]入口付近
物
¥61 
学
に閉まれている。これは愛玩動物でもありまた宗教的シ
ンボルでもある豚の絞し飼いの為で』あり，豚によって荒
きれないように山のプッシュの中の畑もそれぞれ丹念に
闘ってある.それでも. しばしば繍の弱い所を綾して.
畑の中に豚が入って畑を荒らし村人の聞にトラブルが起
るe その為に裁判が行なわれることもある。筆者らの滞
在中にも 1度そんなことがあった。 Aの豚が自の畑の相聞
を砲して入り込み農作物のイ モを荒したというむので，
村長のItegeを中心に遠巻きに厨形になって広場の地面
に坐リ込んだ村人達は裁定の機子に耳を傾け AがBに
20キナ(1キナ=300円)弁償するということてa話がついた。
子豚1;1住宅地域内て曹司育され、雪震の中で家族と寝食を共
にしてかわいがられている。楊の外はうっそうと草木か
繁ヮたプッシュで，起伏の激しい地形であり.人のi盈リ
道は撃が倒されていて，道と分る程度であるω 又この道
は豚もよく通るので常に繁が四散していた。村を囲む概
にはいわゆるゲートが造られていず，図の上総にb見ら
れるよヲに，入口部分は械の商きがやや低〈な勺ていて
( 1 m前後)，足台となる木が横に渡しであり.人はそこ
から織を釆ワ越えなければ入れなも、村の構造がいかに
豚を中心に造られているか分る。この住宅地域から少し
離れた所に墓があった。墓1.1土事事の上を竹であんだ烏鎚
のようなものでおおt、やはり竹製の十字架が立ててあ
った。
民家は円形のものと角形のものをあり，古い家ほど阿
形の Lのが多かった.度線{よいづれも草ぷきで.笠r;1円
形の家では木を組んでおり，角形のものでは，水でi宣ら
れたものと，竹(柔らかい細い)を編んだものとがあった.
竹細みの壁面1;1粗末のものではスケスヤでひ弱く， 7ワフワ
していたが，新しい家では美しt、綴織に織りこんだ芸術
的なものもあった。一部の家11高床式で.この床も木組
みでなく竹を編んだ，壁と同じようなものであった。
政府の奨励によリ析しい家は高床式竹組みのものが多いα
Port Molesbyなどの海岸地帯は零へピ対策として
皆高床式であったがH.ghlandには毒へピは居な、、大部
分の家l;t土問で， j也面に直接坐ったり帯ゴザのよ句なも
のを一部だけ敷くとかして.間炉裏の図')で日常生活を
(寝る，調理する，食事する，団事隠する等}営んでいた。
一方.寝床のみ高床式にしている家も鳩えてきている。
殆んどが一向あるいは二聞の間どりで.中lニは四部屋も
ある家も見られた。民家の最も特徴的精進lit窓が全〈
といってよい佳存在せず，又.入口が著しく低<(高さ約
1 m)iきられていること.そ して入ってすぐの土問の真ん
中に必らず囲炉裏があること(高床式でも).であった。
この為.家の中 li~I"ì~'に暗<.燈泊ラ Jプなど持たぬ家
小石， J~回.伊達，梶原，柳}側 I~プアニューギニア r.Ji.t白人の生態 t総説) ー 7-
が殆んどで. 夜l孟凶炉3障の火が唯一ーの日月りである。又申Jl
晩li比較的冷え込むのて殆んと一晩中火(;1絶やさず.こ
4> 
の岡町にころが『て眠りま土問l:t灰をかぶせて燥を保ち
調理など必要な時に火をおこす。従って窓の無い情i童で
常に火をもやしているので家の中は煤けて，天井 (とい
うより昆般の斑按の裏側であるが)にデールがべっとリと
ついていた。だから家の保ちが非常に良〈なっている p
5.家具
快い屋内が.プYランとして比える往ほとんと~ft.liな
< ，民兵とい『ては， 'sm(ニJLliJel:tも.{jjてあったらし
いポロ布にすき生い 1 校，物入札用ダノポー I~.rn(これ
は町の方て手に入れたらしい)1つ.衣装1;.， laplapと呼
ばれる腹巻き風スカ-LTシャ・ソが1代かZ校. てポ
ンやy ョートパン '"11， 2 枚の住~てキター，ウ 7 レ L
を持つ1:7者Lいた。剃刃を持つ人Lいた これに?実用の
羽織飾'1，下守飾リ， pulpul (燃みの風前t.!1 J， kuod" ， 
(7イコ)， ~守主乱用ナイフ， 63. 欠等であった。
6.祭，儀式， s寧
我qのt常在期間中が丁I支sing-sing (祭)の時期(舵
ltJlに行なわれる )で.村人はその~{穏に余念がなし殆ん
ど働かず.豚を殺しての大小の石蒸料理(ムウムウ料JlI!.)
パーテ{を聞いているのに我々は. たびたびjft週したe
村人はこの時期に愛玩動物てあり(ただし，大き〈な 勺て
野性化し:牙を持つLのはペヴトにしなL寸， :J..，デUllの霊の
宿ヮているものもいるとJ考えられ.宗教的二〆ノポルとして
も大切にきれている豚を.大量に庇殺し.食するe この
l~， 今だに原因の解明が完全になさtl.ていな t、pigbclと
D~'Iまれる壊痘位協炎による 4，5i.tまての子供の死者か
後を絶たな L、n 豚を食するif.要な儀式lま.祭以外に結時
点成人え草事え法1'，などであるε 但し食べるのは始んど
の場合自分i主の飼 ている豚で主<，i![織のトlから贈ら
れた豚で，ぉq_にやりとりしている訳である。つまり祭
の場合.他の+すから.列をなして跡りに〈りi主人で来て司
しばらく踊ってみせた後て二そのけて瓜立したムヴムウ事~珂.
のイモや豚なとごらそうにな')，その後で，お礼に.表
、，プ
を灸っただけの豚肉の塊が届けられる 他日.今度lよニ
ちらから先日の返礼として締りに出かけごちそ?になる。
あとから豚肉が送られてくるという 事を繰');13す その他
の儀式では， I~分の家め自主そ殺して.続~ll，紋ff， )![院
の村人をもてなすe 豚l.t非常に大切にされ司ト「で凡たや
せ高Isった犬にはれ;，fijむないのに.一軒の家1-fiJ[!Cも飼わ
れている Hまには全部名前がHけられてお り，豚が病気
になったりvEんだリしようものなら大変である.これは
豚11'術f~[ある財産でもあるかムて.我々も jープ運転中
は路上の豚にひど tスをつかった1 豚をひき符せ:.fお金
(7) 
による弁償ては済まないだろうと聞いた‘ニのようにか
わいがってい る豚を儀式に1;:， 1(Jr，flをHって脳浪漫を起
きせ火に肱り込んで焼き.みをかけてモを伐さ，Jniを側i
いて解骨'1してゆ<.肉を切り分け.分配するのは長老途
と~}とづていて.十lのヒトはこの肉を.その場でムウムウ
料.Ellにし，あるいは池の付のヒト 1;1.守何人かで，大き三
肉片を直接頭に来せてtち帰ったqする。 ある時 pig-
doctor じよる豚の術主けι癒祈願の儀式を.村長のItegeを
通じて0.1キナ(約30阿jの見物料を主;払4 てE見せてもら
う機会を得た.非常‘にかわいがって"る f豚をいきな ')，
:主きたまま燃え雌る火の中に殺げ込み焼き殺した後.切
リきざんて， ~区としてムウムウ料用!のさつまいもに加え
駄に食べさせた。豚の内織の-81を伎にさし7ハコの煙
をふきつけ.これを豚小~の入nに穴をあけて入札ておき，
ニれを豚がまた1i'IH内気予防ーになる。あるいは治癒する
というものて. ニのdOClorI，t.ltegeの貌戚の人で4-5ヶ
村のpigdoctorをしていて， assistantを2人連れていた。
一この国の束郡高I也I也反では食へ習'1ftがかつてあった市三
これはfunel'alceremOnyとして. ヒトが死んだl時に。そ
の綬頬絞/iが柴勺て.死者を弔らう為にこれを食べたと
いわれる この時，男達が始めに筋肉を食べ.女. 子HI，
IH賞リの内肢を食べた. kuruと呼ばれる，ヒ|の内
臓を煤介して伝染するウイル.:z.1"HII絞性疾忠は，始んと
7;c， i-供に見られたカヘ 1956年，政府がこの肉習を祭止
して以来， 1'<1創的にはh~ われて、.る形跡はな b可。また
この20数年間， kuruの約iしt‘J患者の発生をみな L・.1・l人
かべへダ(aJ-51というシダ憾の葉を街して，n分注の
tl父の頃はこJlに人l勾を包人で料理したのだが. 自分達
図-5 へへダの~. しだの楽に似品
へヘダIJ3 -4 mの木
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は経験がない， と去っていた。又.十lではよ〈顔に泥を
ぬヮた女性を見かけたが， これは.そのヒトの家族の不
幸の伎に股している為だそうである。他に顔や身体に1尼
をぬるのは，祭で踊る時であった I尼だけでな〈顔料の
ようなものをぬゥているヒトも多<. 机にむのをぬった
リ， f，菌、、たりするのは. 9itを着る習慣の無かった彼らに
とって大きなおしゃれなのである。緩や腕や足にOや×
や6やlt.など浸l凋のような刺腎を殆んどのヒト(子供も}
が彫っていたe ある人li線Ij:少し細いけれど，歌舞伎の
隈取リのょっなラインを続中に入れていたu 針でl厳つけ
て灰をよすりつけて，青黒い色に仕上っている。
然のコスチューム{よ， ~しく派手やかな L ので.基本
型iJ:， .:mにリっ I!~'極楽鳥の羽恨飾りや(f.鎗.それにピ
ース'などを巻きつけ.胸にはビーズや貝の首飾り. 1 ^  
タス{有袋慣の小動物)の毛皮等をさげて.膜にpulpul(こ
れは火性用はfとし上等な Lのはタスクスの毛を編み込
んt.:，縄のれんのようなものて.男性用li短かい。そし
て射性ではショートパンツをはいているヒトが意外に多
かった).後を木の葉(nareme)でか〈 し.腕lj:木の皮で
制んだプレスレ '1 トや京で飾っている。他には，何であ
れ.派手やかになるものであれば. ~きつけ，下に待つ
という感じである。 f~ij えば. サ ングラス IH占f与の必し守
れの一つで，その他.色とリど 'Jの紙を細長{切って身
体中にぶら Fげたり;択の入っていたポリ袋をカミゾ '}
で丹念に羽n<切')きいて腕にヒラヒラさせたり. クッを
はいていたり. :X.裸の上lニフカフカのフー ド付ハーづ
コートを羽織った4乙人が婦たり.絞れたプラジャーをし
ている !I:のチカ川・たり，美し〈制んだ綱袋(virum)の長
いのやi11かいのを首から 1'~へかけていたリ、 日本の績浜
のペ十ントを背に Fげている台三年に~ろかされたリ . と
にかく何でも利用しようという精神である.そして下に
は，男は弓.'A. kundu. あるいはヒョウ Pンのー鍾で
つく った筒に彫刻jし.小石をつめて.ザ吋吋1.:;と音をた
てる楽器を持つa 女li武器IH寺たず，小さなヒョウタン
の決~など小物を手tニ Lていた。他にコウモ 1) 傘を予に
持っている人を 2-3人みかけた。これも財産てvあり.
アクセサリーでLあるのだ。係機鳥は法律上捕後を祭ヒ
られている内しかし現実には少しは揃j聾きれているらし
L、その羽似は現地人の|聞でも高1耐であるが，よれに倫
しげもなく大金を出して買ヮていた。また.踊りの時に
予1;1事IH寺つkallは!という幡を何回もかけて作るロ長き
3m， rlllmf立の竹ヒゴで作ったft組に，色とりとりの
毛糸を1:<し 〈巻きつけたもので.相当量の毛糸を必要E
する白n用がかかるので村でら 1っか2つしか作られな
いが，男も女も交代で.村中で1日中坐り込んでヂイ云う l
物
( 8) 
学
二の留の人qの生活の中に.祭が非常に大きなウエイト
を占めることがわかる。
7 .法事
Kalugaluviの峰村のAnitoiにHettyとL叶 22歳{立の青
年がいる。 .ー年前に事Eんだ彼の父親の法事があるという
ので調査貝2名古'Kalugaluviの村長ltegeに述れられて参
加した。彼らはこの法事もstng -smgと、.ぅ.多勢が集
まって駄を歌ったり.踊ったリするのはすべてStng-
singである。Itegeが「何か右土産を持っていった方が良
、寸と云うので.ネ Jカチーフとポールベンを土産とし
て持っていった。 sing-singの為に.午前中より豚を役
して準備を始め.皆で石蒸料恩(ムウムウ料理}をする。
石糸科離ができ上るまでの間，ぶらぶら歩いたり.佳寝
をしたり，楽しそうに話しながらのんびリとf寺っている.
うす暗くなってきた頃.司会者の一人が大声で皆に請し
たした。皆は，包に静かになり.物音一つしない。主催者
の三人に，集ってきた人よ童のうち，何人かがビールの送
り物をし，そt1.をi"]会者が皆に公表する.スカー?とボ
ールベンもおごそかに波された包それがすむと.小ビン
大のビールを一人一本づつゆきわたる機に配'J. 焼き上
った豚肉の切身を主容の男から取り.回す。まず，男子
に料理が~.き渡ってから，女.子供に料理を図す.
ニューギニアでは.豚li，i五祭りの時以外;立Uに人ら
也:ぃ1't.ifiな食べ物だが.肉績としては一ばん下等な食べ
物であると与えられ.i島肉が最も高価な食べ物てある。
この日も調査只2名の為にHettyめ奥さんが.朝， Goroka 
までuい物に行って治肉を貿ってきた.わざわざ5ilJに料
理をしたのだが，すべて生焼けでとても口に合わない"
しばらくして.Hettyの家の中から. まるで日本のお縫
の機な歌が開4二えてきた.ニの行事は身内だけで行なわ
れ，通常他人を入れなt、。 uegeの交渉によリ，調査財産
は特に中に入る事が許されたが.Itegeは0.3キナ(1∞円
位}の貨幣を皆にみせて.大そうらし〈渡した。
外ては相変わらず必然りが続いており，皆，大いにビ
ールやウイスキーを欽んでいた.石4華料取を食べながら
大いにしゃべ，)，笑う。テー7 レコーダー(:土地の金持の
ヒトの持物)に合わせてゴープーを蹴ったりもする。調査
員がItegeと向かい合勺て踊ると， まわりの人遥は大そう
~iHF. 何人か交代で陽気に締りだした。
明日1;:B UIl日だから朝までさわぐのfごと言う a 毎日が
日BIUJのような生活なのだが。彼らlムパプアニューギ
ニアIHJ~かなのだとしきりにさヲ。コーヒー豆がた〈き
んとtl，食へる物も豊富にある。たからこの国は非常に
~かなのどと l そして.階層の高も強い人1;1:アルコー
ルに L強いのだと Zす。
小石.奥田.伊達『惚原，柳瀬:パプアニューギニア高j也人の生態(総説) - 9ー
招待された調査員2名はJtegeと子供達に連れられて 9
時頃帰ヮてきたが.その後.ltegel;t再び引き返し，村の
人速は朝まで飲んだリ食べたつしながらsing-singを楽
しんだ様である。
V 食生活および日常生活
調理と生活パターン
高地民族の食生活に於ける特長は.議士音が簡単て咽焼い
て皮を剥〈・だけでおいし〈食べられる. さつまいもの存
准であるむ主食がさつまトもであるために，簡単な煮炊
きの道具ー肌やスプーンすら不要であった。これは卜数
年前まで新石音量時代さながらの生活を送ってきたことと
無関係ではあるまいとJ官、われる。
きつまいもは，南米原産でありバプアニュ←ギニアに
Il. 17世紀の中頃樽入され.在来のタロイモ，ヤムイモ
に取って代わって主食となり.尚I也氏の栄美改善に大き
な役割を果たした。乾期にしか収績できないずロイモ.
ヤムイモに比較しさつまい Lは年中収種できる。
Beha村にキリスト教が入ってきたのは、 6年前であり
その頃より文明のj皮が徐唱に，奥深いニの村にも浸透し
てきた。え見在各家庭にある鉄製の鍋.金網.ホーロー製の
肌. コIγプ.7ラスチ ・γ7ボトル，ナイフ， スプーン，
白T~主めの空き缶を利用したお Jうし金等の調理器具が使わ
れた'したのも， こニ数年のよ二とと思われる。
伝統的な絢埋器具としては.石Z在科尽に{史う木を<1) 
fkいたドラム.Jj(の貯蔵や運搬，あるいは鍋代わりにちe
う竹筒.焼き石を待つための大きな木製の箸{立のもので
ある。ニれだけで充分布いしいさつまいもの料理ができ
るヨ鍋.1m. A --I'ーン Il米を食するために入ってきたも
のとJrえられる。点い現金を出して燐入し炊いた米に，
日本製のサパ缶をt十ごとかけて食べる。彼等にとって御
馳走と考えられるが，御飯はIl!t持ちが悪<.食事の最後
にはきつまいもを良べないと泊客ちつかないとE7守ていた@
日本人が洋食のあと茶決を欲しがるのと I百iじであろうか。
復RIjけのl筑， 付の家ノ宮市首 ら煙が立ちこめ始める。家の
中央にあるjfs炉哀の'1(憶に薪をく べ.村人i主の 1自が始ま
る@王舗がが16堀 って持ち崎づたき つまいιを.熱〈な
った):反の中に 1"寺附!li:入れ，焼きいもをi乍る。時には調
理府パナナも同縫にして佼 〈。 ホウホカの角をき.'もか1¥
来上る頃に1，子供述L起き出し.時には近所の ヒ|も
力日って，問炉重要を図んて Lゃべ りなから例食泊l始まる‘
主射が年長Plt4に l個づついもを千役し てしべ ω しかしと
の家庭も金l.l揃うて食事を取るとは阪らなL、。 村中壱プ
ラプ号惨さまわ ったり J;，_ゃベ サした後.各向の腹時
計iニ従ってり1I'?に食べ ている家庭もあるロ
(曾}
食料を調達する働き手U:主婦だ。主食の根菜類は貯蔵
がきかない。だから王婦はとても忙しいのしかし家に同
居している子豚が，食べ残しのさつまいもの皮などすく・
に清掃して くれるので朝食後の後片付けは不要である砂
夫が閤炉裂の傍で. 自家製のタパコをくゆらせている頃.
1主婦は乳幼児を抱えて.菜園やコーヒー閣に出かける.
現地人にはコーヒーを噌む潤償はない。近年オースト号
'1ヤ政府が倹金物として教えたもので¥現在l;t重要な産
業になってuι。農場はすぐ近所にあることもあるし. 片道
3時間の山i'iの向うにあることもある。I!l閣を開墾する
ための木の伐妹、連悔や豚に荒きれない様農固め周聞に
械を作ったり.家を建てたりすることは， 男の仕事とき
れている，一方，作物の植え付It守手入tl.収穫.食物
の選徹，調迎苦手は女の仕事とされている。 これらは毎日
毎日〈り返し必凄なことであり.従って主婦IlyJから織
までこまめに働〈。それにひきかえ.男の本領とされた
戦を禁止された今，中には作物の栽培を手伝ゥている勤
勉者もいるが，半数近くの男性は.チ守りのかたわら，
トランプやおしゃべリで1日をのんびリすごしている。
侵食には.午前11時~午後l時の聞に.石蒸料理の準
{i1iのかたわら，さつまいも， とうもろよし， デロイモを
焼いて食べる 。 :g，:~皇を感ずると菜聞に行き，さとうさひ
をかじる。これはおやつに相当する。このさとうさびの
糖含母li20%であり，かなりの甘さであ った。午後4時
-7時の聞に夕食を取る。
献立ての主なものは次の 4純であった。①石蒸料理
③竹筒料理@水煮のいも ③飯であり. この作り }jを
順に説明する。(図-6) 
石蒸料理は4-5府で村料を錠供し，男女共協力して
作る。ペプアニューギニアには三ilりの石蒸料理法が為
るが. Beha村て"llGoroka方式と高地方式の2穐類しかみ
られJなかった。
高地方式は次の織である。地面に培った直後70-80cm
の穴に小石を詰めその上に枯木を組み.又小tiをe被せて
たき火を始める。約 2時間石を焼いた後.大きな木の箸
で焼{Iを降の穴に移す" l図 6ー 1)焼石の上にパナ+め
議題欝ミ
図 6-1 地加に六を堀 図 6-2 石の層の上に
り小石を入il.木切れと バナナの葉.各極食品村
共に約2時間焼〈 。その 料， バナナの葉.焼けた
泣くに新しく穴を堀リ焼 石，バナナの葉食品材料
けたおを木の大きな軍事で という風にltねてゆく 。
絡す。
-10ー 食
-;< 
図6-3 高地方式では図 6-4 ドラムの中に
図6-2の状態の次に木 も焼石と食料を交互につ
のドラムをのせる。 み重ねる。
図6-5 ドラムに慌り
上げ，上にバナナの葉を
重J;).さらに土を縫る。
ここに竹筒の水5-6 e 
を注('， 
一…Lィ司.，.-亀宇ご，.，.ョく?、
1;/占....円高'，~
);!.. . ・- -:. _'，'."¥ 
--←' ・"_-.- -ー=-=- 匂
. 
図6-6 ゴロカ方式で
li図6-2をき 句に繰返
えし，うず高〈つみ上げ.
最後に土を1必る。これに
竹衡の水 5-6 eを注ぐ。
図-6 ムウムウ料理の手順
業や野1.1.を敷き.さつまいも . とうもろこし等を包み
(図6-2)，その上lニ中を〈リt/.t¥‘た本のドラムを乗せ
(図 6- 3)ドラムの中に L焼石と野草. さつまいf"バ
ナナ.カボチャなどを交互に積み重ねる。祭の季節には句
豚肉，豚月旨も大切な材料となる。 忌土郎に枯れた草を覆
せ(図6-4_5)-!{Y:l去に竹筒に入れた4-5 ~ の水を注 (. 0 
約2時間焼石で材料を蒸す。その間男は弓矢を作ったり
雑談したリ L，1.( IJ.編物や子守りをしながら出来上るの
を待つ。
針を持たなかった民族だといわれているか，現。仮(1市
販の毛糸をほ〈・ L.lO-2Ocmに切り，膝のよーでより令わ
せ糸にし. 1本の編俸をつかって編んで丈夫な袋を作る。
予供や食料を入tt.頭から背につり Fげて持ち歩いてい
る。
C蒸料理はほI!夕方4時頃出来上る。 ドラムから収リ
乱1L.皆揃ヲて夕食カ吋古まる。時間をかけて作った三の
料理のうち.さつまいもは豚にも与えるe
Goroka方式l土， ドラムを佼わない。 焼き石の聞にパ十
ナの皮に包んだ材料を箭き，最後に土をかける。(図 6-
1， 2. 6)その後竹筒から水を注ぐのは同じである。
初筒料理(;1.，大きな竹筒を鍋代りに1をう 。一節約30cm
の長きの Lのの一方の節をJ友き，中iニ豚肉や豚月旨を*の
物
( 1 ()) 
学
~にくるんで. あるいは， きぎんだ種々の野草に少f置の
食塩を入れて詰め， 30-90分火にあ->>るロ豚脂が溶け出
し全体にからまって〈る噸. 1皿に取って汁ごと 食してu
た。
1年に11支の豚を殺して食べる祭リの時期であったTー
め，豚をよく食べても、た。豚を殺している所もムかけた
が.赤身よリ1旨肪部分が多く，村人も御馳走のことをグ
リースと呼び赤身よリ脂肪部分を好んで食べていた。
さつまいもの水煮もよく食べていた。煮i十も好んで飲
んで川、た。
米/;t洗うことはせず Z倍以上の水を加えて40-50分弱
火で炊〈。ふたはしない。一度ふきこI:f'し少量の水を少
し1J日えていた。
調王聖法は以上の様に焼，吉弘煮の三種のみであった。
被検者が領取した食品li約30品目であリ.そのうち土
地で収機あるいは入手したものと，庖で購入したものと
は半々であったが.量的には圧倒的に土地の収機物の方
が多かった。
2.食品群51)領取量
食品群別摂取量を1975王手. 1950年の円本に於ける国民
栄養調査成績とともに示した(表一2)。
いも穎(1120土260g/日)の摂取が多仁会f明記重量の
75%を占めた。中でもさつまいもは毎日食べており.95o 
土305g/日ま買耳立していた。タロイモli2白9日に 1回 1
日当リ93士124g，ヤムイモは36:1:99g /臼， 12.5日に 1
回の隈取であった。 ?ピオカは18人中1人が食べていた
にすぎな~，。土地のヒトは20種以上の野草を食べると言
っていたが.紋築として34士41g/8，他の野菜として49
土60g/日とそれ緩多<>d:いa そのうち日常よく摂取して
表-2 食品群別摂取畳 (g/日)
目
A 品醇 8U Kalu.plu.i 1・75修 I 9 50年
‘、 晶 鋼 1120土26伊 81:1:46 127 
般 婿 50土.58 s‘。土・5 ‘ザマ
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a 国民栄聾調査成績
2 平時恒t樋司1.差
'1、壬1~ !処悶.伊i主， fi61尿.柳欄・パ17';":L-~ニア高1也人の生態 1総nlt) ー 11-
いるのは，と→ Lろこし(29士57g/日).カボチャその他
5-6f4!であった。間食のさとうきぴI止84土148g/日で.
•• 4 自に i 回の~jでw っていた。(図ー 7) 
果物はパナナがまであるが， どこの農園にも房々と突
っている拘lには. 1日当り28土67gのtltlf:lで.lu日に 1
固とf買収量J;1少なかった.パパイヤや'?I} ? ( ~γ| パ〉
ダナス)も見かけたe 土地の人J.tマリタの脆肪を多〈含
んだ赤い災を好むという.しかし.この時は既に収縫JtJl
を終っていたためか.被倹者は-&_もよれを食べなかっ
た@
さとうきひ
わ
八十十
とうもろこし
? ?
? ?
ワァゴタベ
穐区h
?リタ
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〈ニコ
図-7 日常に用H られる食品
かぼちゃ
この時JtJlの主な動物性食品{止豚肉であり.1'.均t買収1，
Iム豚脂45土4~g/日.2日に1闘の刻合で食べ. ij草赤身
肉J.t2!l土55g/日で5臼にi桓lの書1合で食べていた
l~l取りil2l1í:で l.t ， 野鳥.ヘピ. 7 ^-7ス{有鎖的.昆虫
など L食べるといヲニとであった 匂やデスクえの料f型
D 
さつまいも クム
/カ
c--ー__cケ叫~
やむいむ fこ-';，¥、も
デピオカ
JH乍ヮてみせて〈れたが， 日常の食品としては用いてい
t.:弘司121・.
すぐ隣の村では，高j也地区としては珍らしく議と山羊
が飼育きれていたが， Kr.lugaluvlでは.卵.乳類を一切
然取しなかった。 i毎務穎， きのこ鱗も熊取しなかった回
調味料1.食塩のみであり.そのf斉取量i主催かであった。
調査期間中一度も使わなかった彼検者もある。数年前ま
では， 特別な植物の業からカリウム~を作っていたが，
大変な時間と入手を要するので，現在は安価で答易に入
手できる輸入品の食窓を用い，現在Li作っていないの
3.食生活の変化
村の中にも不定期に開〈売底があり，サパ缶0.4キナ/200
g.カモ剛.7キ十/350g (被検者i一度も食べなかった).
米0.6キ十 kg，食塩0.4キ十/kg，ビール0.7キナ/353mf..
その他ぷけん. :;パコ， レザー.茶封筒，ケロシン寄与:を売っ
ていたe あまリ売れている様にはみえない。胞に自置いてL
る作商品の倒激も極〈 僅かである。村から高度500m殺
( 11 ) 
? ，
? 食
った所に小学校があるが，その日iJの広場にもう少し大き
な1苫がある a ピスケ y ~， キャンデー， 脱月旨乳，衣苦買等
を売っている.そこから30分ジープで山道を行くとLufa
村に着〈。ここには雑貨屋もある a きらに 1時間半行〈
とGorokaに着 〈。ここには原地人向の食料や衣類を売買
するマーケ y トヵ、らオーストラリヤ人向のスーバー7 ー
ケットまである。
月限日/.ti!'lに 1度， コーヒー豆を売り現金を手にする
日である。前の過に皮を利ぎ乾燥きせたコーヒー豆を，
女達が朝早くから10-20kg荷って急な山道を登る。小学
校の前の広場で，巡回してきた仲買人が等級を判定し，
パネ秤で計り0.45-0.55キナIkg(1キナキ300円)で買い
上げる。5キナ-10キ十の現金を乎にした男達は，きう
そくその場で.そのお金を賂けてカード遊ぴを開始する固
あるいは ジープの荷台を利用した乗合いパスに乗って.
Gorokaの街へ貨物に出かける，
ある彼検者は3時間{立トラ ノプをした後. ピーナヴを
少量買って食べ，残りは姿のドレス購入に賛ったe 彼等
にとっては，食料よリ衣類や雄wに対する要求が高いよ
うだ。この彼検者l手前日.祭に使う鳥の羽恨を売って40
キナ入手した。然の道具lま彼らからみると莫大な値段て
取り引きされている o 1年間に商う量かどの程度か不明
だが1庄の預金通般には，年2-3回.10キナないし30者
ナを出したり入れたりした記録があった。
村から一度街へ出品と， I~nかなければ食べてゆけなt 、。
しかし職は少な、、村に住んで必JlIlこんな山奥でふ
僅かにしろ現金収入があるし.食べるのに困らなし・合と
"うニとでこの村にI..U7ー ン組が何人かいた.日本'i
豊かで.何でもあると羨しがった彼ら (i. 食べ ものでも
何でも働いて税金を子にしないと何も手にはいらす. し
かも物価が高いことを説明すると，むしろ日本人を気の
毒がっていた。
現在村人達が後する食品は{室かであるが. ここ数年来
め文明の駈差(;t非常な努f¥・である。付の人々は，すでに
相当数が， Gorokaの街を知っている。缶詰.高是子.飲料
等の加工食品も，今はごく僅かではあるがすでに村には
いっている。土地の本来の食習慣にこれらの外来のもの
か大きな影響をI，HfすのLそれ程遠〈ないと恩われる。
4.生活時間調査
食餅調査と同時に被検者の1自の生活行動を. 1分刻
んで記録した。表ー 3にみられる通り18名の3日閥の平均
をみると. 1日の45%は雑談したリぶらぶら歩き阿った
りして時間を消沈していた。木を切うたリ織を作ったり
の労働I;t.平鈎して179分にすぎず. 1日の12.4%であったlal
これらの成績を文献か ら得た活動代謝盆より計算して
物
?
得た消費エネルギー設は.時眠lニ602kca!，食事，身辺雑
事iニ60kcal，労働に607kcal，休養・娘楽に1051kcaI 消
費しており労働に 1 目的資エ平 ル ~.ーの26 . 2%を消費し
ていた。1日の総エネルギー消費l.t2320kcalて4あった。
表-3 生活時間調査
摘費時周 明白.......，~←
【合I (1¥叫)
生息的活劃
唾圏 576企73 802土 88
貴事 30土 11 ‘6%28 
身辺雄事 7企8 Hョ.8
，)，計 618土14 662土99
骨 • 
歩行 E‘ご金・s 288%206 
車舎切る、垣.弓突作り. 21土・7 118土1・3
コー ヒ 超電 20企28 65ヨ'-87
姻比・ 16土25 60土82
子守句 22土H ‘?土 94
調理 8全 18 18全 88
ぞ申他 32土 69 16 % 169 
小計 179土 81 607土855
帥葺・蝦軍
プヲブヲ歩さ 101ま88 691二<158
強 車量 H8土 108 262会 202
}ラ J プ 48* 67 70土97
集 16土80 26*46 
そ田畑 。土阜 1土S
4、計 1051土Z‘7
総計 14‘。 2320コk・20
1 事旬値=III~・個聾
VI 身体計 jJtIJ
村民の合計約150名中男子55名. f;寸ニ37名lニワいて，身
長.体重.ローレル指数，胸間.お よび皮脂i享を.Hlaし
たo 15成以下の身長.体重増加速度は口本人の成績とほ
ぼ等しいが，成人男子の身長は低値を示した。しかし.
体重は日本人とほぼ同じかむしろ少し重い1直となったc
ローレル指数はどの年令ち日本人の値より高〈主ゥでい
たが， f:腕外mlど肩甲骨・下で測った皮JI旨厚は 日本人の値
( 12) 
小石.1尋問.伊達， t尾原.州瀬:パマアニぷ.-"¥'ニア高地人ぴ)'L悠(総鋭) IJ -
よリ(氏い w ニtlりの成紛J止」ニューギニ77)人々が筋骨i呈
しい事を証明 して、.る。 !，J.fーのtfi.紛も.日記入1;:f.の(.j，.1E.
は日本人に〈らべややfl~fll!~'Jミしたか，他1;1~ (.とほぼ!日l
じ傾向を示したi幻
Vs栄養繁摂取量16)
先にHlf{食品の最をfF習IJにmしたが.一昔f，の食品1;1日
本に持ち灼~ ')分析し，(表-4 )，一部はこe;T日本食品分
析表を附いて.栄養」きのf買取誌をti:.'!1L-表-5にまと
めた。
エキルギ-n!lfl.ktli1266kcall日から5348kca1日まで
11)があ 1" Jド均は2390kca1/ EJとなった。 これは先のil'itY
エネルギー干昆J2320kca1/ Elにほぼ匹敵していたl引
エキルキー将として時耳目が78.1.0りを .liめ.主官是な食品
IJ:さつまいもであった。 蛋白'iW総エ 平ルキ一辺:伺f萱力、
5.20/0であ勺fニ.1宇i泊Ifi1'1 't'{の快取li総然訟のi'~J 12%が守
主しいをと言われているが.この成績は非常ド似い.
長t'liH支取訟は35.2g "日で，体if.I kg;!jリにする と
0.595 gとなり.その約半分はやは りきつまい Lから得て
いた.調合の時JIjJが丁!主祭の季節1':あたり.相当豚を t2:
しているよヲに思えたが，総:坑としては多<Iまな、~た
だ. これを.，~取したためかi面白伐の蛋白価l:t 6!l.化学f11f1
表-4 現地で録取した食品の成分表
1l<:!t' 
. . . . 
. 質量}
， • tl 組置培1白置 岨脂肪 a4・08・ ZE4E治F .<.10M'-(CJ fcl (，1) PidclD 品川;.1..，
い4・-‘ コ，守 4司t 61.1 1 5 O. & 0.7 o 8 36.‘ 1 52 Ka直副 ldlbi "直置白色
t o .， .If: 7&.4 O.・ o 1 02 。7 28.0 .6 T.，。 』幽
~ A i f:- 76.6 1.7 o 1 0.2 0.1 20.8 • 1 1&&TU B.oco 
. ~竜" 63・ 。， 0.2 。. 。.  181 ¥ 89 T岬 i" E岨岨m.lbi
司量 ‘ あ Ifバン 4・8 6.2 1 8 06 I‘ 80.1 2・4 s ，.， ，リ，. " 帥~*で曙.、，，- ~で剛ダる筒でA司でいd.
野里・R' 
• 86‘ ‘.5 a‘ 1 7 8.1 
(.1 4 2 Kumu Lemu 
本申隻 14・ ‘' O. S e‘ t‘ 16.9 94 01.胴・5 1tll蜘
野 ‘ 88.2 ‘.4 0.6 1.8 1.1 '.8 88 E旭町U s . 回' 867 8 2 。.6 z‘ 8.0 62 88 . F帽・... 
81.8 8・ O.‘ 1 1 2.0 6.1 40 ， KiJ't個柚
4・ 861 宮? 05 18 1，9 87 • 2 ， Ih~‘tO 
， 89 G 1.1 a‘ 2・ 0・ ‘邑 18 V血吋同 20 OI'圃iI.では人向tー聞に宣した.
トヲモ司 '0 64.6 ‘5 1・ 0.1 1・ 277 14 1 E・h 且11. 置色、ゆでる.瞳し
， 662 弘主 1.2 。? 0.1 27.0 ¥ 1 b 重量也&‘*tr
60.2 5.0 2.0 11 0.8 10・ 1・z ， 高8t1J圃色、呼唱は集岨色.成酷しにもの
" • 82.6 1.2 0.1 1.1 1.8 1.6 22 PUpit B"，e 置を宣する.
8之争・url 7・ 0.2 0.6 。 0.3 19.1 82 8.¥t Z暗‘ 圃か‘切.，'tジ . -~をし If.・た‘田舎分酎
画官性
‘ 68.8 21 6 7.0 
。 2.8 。 14・ P ~.i. Pe，. ¥u re 凪い羽綱由・'i't..t:小・.働いた色白金分軒
' ‘8.‘ z‘.2 21 。 5.2 。 II・ Pt.iD A蝿・唱e
タ~ ， ~ . 22‘ 5.6 。 z‘ 1.8 1“ E晶・k‘t ~+‘ 1(' -、塩で圃聴し、 守号~";'"で蝿
4 x r 682 206 6.8 。 ‘7 04 1 4 0 R.I 
肝いた以桝‘の伺を分圃針をとち障会懐いた色のを9折
ρプト虫幼虫 68.6 10 1 11.8 自』曲，.曙 日唱。 そのまヨしめるいほ溜~つりて宣する.
， -t司ギ 7・ 16.9 6 1 。 1 0 1‘ 1 88 8i凪凶事 ヲラ .'f:;.-で恒丞.省令つ"に‘由'i'分罰.， 
バナ サ 11.2 I 6 o. 06 1.1 z‘g 1 t 0 h皿岨 J暗S 畠理用宵パナテ
，'f '1' t' 57.7 1.4 。， 02 06 U. 1 7 0 B・a創泊 J司i 量用、周理制
，. .t f守 11.9 08 02 0.8 0.' 81 1 1 Popo ""官国
ピ'ーナ司ヴ 81.2 1 4 0・ 。z 0.1 162 7 8 E曲 Ibl Sdo 百院とー帥1<かむと亦萱‘幻電嗣
f.， 由実 ‘5.7 10。 122 16 1.1 7 a 8 611 u・'7
檀司警鋪 生1(1t蝿いて食する，ピ ー~ ， 11・ 2・τ 84 2 21 2.( 19‘ 50‘ .崎
i・申ι頬守"1:，."舟同4・ 10・ 。7 0.2 o 6 0.8 8 2 .7 P.p .i fu.. 
1 加崎喧園陸 Z ヤルダ ルー噂寵定量11. S ソヲタ九レー抽出法 & 岨・ .Jj<画化ナ争。I~'"也君， 5 I!同1<化E
S 水分.葺自負、歯師、・施、圧"骨量舗の合計~ IOOO'&量し引い，.値 7 画a.‘.Ii冒9.曹司U>悟官民&用いて院出
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表-5 栄養素傾取盆(1人1日当り )
tー.. 事.~-.
島由'1-比
• • 
-・
.9. 
.竃
-・
• • 
.a・
.健.a.
.a・
."'.，. 
• 
~， C;... A 
8， 
B， 
c 
3・R調1..
a ・m・全・量
[0.・，.ー
IW' "・ま削t
110<ノ嶋】 ‘0・
制 7・1
側 U.・
制 62 
(1) ..• .土10，.
(叫 .土t・a
加} . ，土u
白川 '1.1企107
闘 1.1 :t.1I.1 
ー 81.%" ，. 
同 "ー'・』
同 .士1.0
1 J.0) U1j:Uf 
酬 • o.士0・8
剛 0・2ま01轟
剛 '2'!tt . 
‘ 自 * 
1116年 . "・e
115. %. ..10 
.ー 7e. ! 
1.・ •• 
1.‘ 11・
U.・土，0 1・
."，，81 ‘』・
86.・01'・ . 
.・ UI 
56・*2・4
t・4土払S
11・2ま，.
'"士畠. 
0.'6土日1.
4げ土日
1.83と，伺当高い他となった.さつまいもは色面白質含最
古t*!J1 %で~白11の貨や負か句 U:低い栄養価の食品とJ考
えられるが.米や小麦に比べ.カルンウムや鉄. ビヂミ
ンBI，Cなどの含有11はむしゐ優れている。
一般的に曾え11，(s;蛋白食を発ffMに与えると，発il
1盆 Ifl は明らかに低下する~3'W Malcolm'引はパプアニュ
ーギニア高地のBundiやChimbu地方の人々はほとんどさ
つ まいも 1Iか? ~斉取しており.その発脊は世界のどの地
区よリも遅れていると述べている.Kalugaluviの千供達
1:，やはリさつまいもが主食であるが，近頃コ j やカン
スメ等が少し入手でき，少しは食盈自の質の向上に与っ
ているためか.発事r幽線1.1身長，体重ともに日本人とほ
ぼ同じであった.子供述の食餌調査は今回1.行っていt.:
いが，成人とそれほど集ったパターンの食事をしている
とは与えに〈、江しかしニの地区の子供達の発育が必ず
しも劣っていない理由については.さらに検討が必要で
あろう。
VI 輩泰代謝川
物
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1.宣祭出納
食餌:tf1fの対象に Lた同じ18名の男子を後倹者とした.
従来多〈の研究者逮7)9) 17) 18119・1.1，この地方の人却の蛋
白'l:H見取量が40g/日以下であ?. それも主に俗物性食品
に由来すると.i!べている。
筆者らl.t，食餌調査と同じ期間に彼検者よリ24時It:J採
を係集L， IJ十畳後一部を凍結して保存したe 糞も q~め，
これはオープンで乾燥して計量し. ミキサーで粉にして
ー怖を保存し.文験終了後日本にそのままの状態でt年ち
ゅリ研究室で分析したe 尿はクレアチニンをislJ定しては
尿の正確さをチ.x.'1クL.窒素1:キ:s.1レダー ル法で制定
した. l遣も同じく~索を定量したi6' 全努Wit~盆1.1. 昔日
実測し，一郎I孟計算f直を用いた?
f呼られた成績は表-6のi忌りである。 18人の l目当リ
の平均の窒紫綬取畳は95.2土29.3mgN/kgで.蛋白伐と
しては35.2土10.7g/日であった。このうち32.6%は動
物性鑑白nであったim尿中および糞中塗素排准f置はそれ
ぞれ81.9土18.7mgN/kgと26.8土J2.5mgN /kgとなリ，~置
繁出納{也iまー 13.5土24.9mgNんgと負の値を示した.しか
し.従来線併されていた径の著明な負ではなか勺たl こ
れら18名の摂取窓業{時N/kg)を×とし.雪量紫出納他(mg
N/kg)をYとして両者の回帰直線式を求めると. Y"' 
0.607 Xー71.1(n "'Hl. r =+0.713， pく0.01)とな
川この式よリ算出した出納維持値は117mgN /kgとなるP
11-.仁ら酬は日本人成人に閉じ程度の量の随物t?fi1"1をそi
表-6 雪量素出納 (mgN/kg) 
霞慰霊.量' 95.2士29.8
尿中跨雄..・8 8l.9土 187
食中傍池霊.・' 26.8土12.5
冨量集出納 -18.5土24.9
1. 8日聞の平均値
2 I a聞の.11tH'取して分折した何
えて実験し.出納維持fi!:として117.0mgNルgの1仰を得て
いるカヘ向J也人O'lfl直はこれとはは等しくなったーまたI
上ら201はその足数で回帰前線式Y=0.286 X -32.0 ( n = 
14. r=+O.80. p<O.Ol)を1!tている.
阿保直線の傾斜1.， 日本人で0.286であるのに対し.布
地入 1.10607となった.ニ tl(~高地人の日常摂取賃白fêの
利用度が向くなっているニとを示している.すなわち.
Oomenのflitlt"lのような腸内細菌が塗棄を固定するのか
と今かはとにか〈として，-1.主1受取した姿素の平1]If]l支を
小石.奥田.伊達.1It原.柳持f.1:パブアニューキニア高地人の生態(給品) ー15-
向めると L、う適応が成立:している 4とが証明されたu
2.血渡性状
これらの彼険者は学付j~811.時に 3 阿保血し，ヘモグロ
ビンとへ7 ト'1'1γト織はその場て測定し. r圭仁血i庁を
分荷量して凍結し. これも日本へ持ら帰って分析した内実
ー7に日本人成人T， f-の怖と.11ζにIJ'した.ヘマト'11) I 
表-7 J血液性 ~kI 
h・，.t‘HI tI'--
't.. 1<吟 t・J I 80 2 企， . 
， 
. 、マ t.， ，/ t t・1I‘T・:t:14.‘・ 4・S 全 Z・(a‘品、
，、司t;Yot:... (f 10'" 16' :r 1 1事事事
血清1:/1白個 岨量 (l/tOO.t) a D~ :s: 1)..40事事事
7.. ..， 1~ l'/IOo.() 191孟0・E書事寧
ザロず，:;' (，ノIOal) 4・8主014牢寧皐
.¥/0此 I 0 lt3 t. 018申輔
， .，‘"晶l.・ ~ b aQoDL事例・崎鋤.11'ι削.1院からa・1.'.:
2 ・..".."."ø・~'" し引い1:，it ・・・-
a D'*"-の写也闘と0.1'のあるー と舎 1・'.
• r・崎度成仲.l!ll枇 .粛 "す.tIo.
， "・-
，. ，土t2U.6) 
'"主o42i IUl 
， "土n:iO(IU)
8U-tOIl(IUI 
1%1-1.0 IH .... 
トf也47.5:t3.4、ヘモグロビン獲皮169土 Lg /dR はいず
れも日本人正常;ftli.よリ高い.血i7d!i自 1&l1~ 1.t8.05土040
g/‘tてニれも日本人.1常値7.6i土0.42g/dfに比べ，
有念に 11.5他て'あヮた。ニ n らの彼検者li食。l~r" の蛋白 't'i
を約0.6g /kgしか筏取していな， '. .i!i点二の上うな{氏益
u1l主か長I切に f/(;，、と. たとえ~*-'出納 li ‘1' 1衝を紺持 l­
いても.血清盈(!i鹿度は低下することが多い21)血の必f'I
中のアルブミンiム 3.97:t0.33g/d~ て.総蛋自殺l支か 1:'5
いにもかかわらず， ニの1也li 日本人・!とJ~Jの4. 1 8土0.20g 
/dt によじへ. かえヲて (t1; (l1，を 'J、したのその銘 I~A/C 比も
0.98士0.13で H本人の?とgJll1'U21土0，14よリ {if.1二低
〈な勺た。 すなわち.，(.Sl也への由1白Yロブリ LがれJN((.J
におill支になっているが， こiLのI翌[1m.'1三日月てある。
1血液性tkli栄長lJ.:~ によりIi:イf されるカ;， -}j)&険f;・
たちh15ω-2α)Qmの仏I也に{主んでいるという4i-L杉符
を与えてt、るかもしれない 低い気配に!土んて.ニれに
i:J'f!.的に必応している71である。 ニれによリヘモタロピ
/ r'H~'t(氏袋内食にもかかわらず.むしろ肉、 .f!也となる
ことは説明てきる。また.JIldl'('のアル7 ミシ It，f;主盗(j
1;:'に~~容を受け易いので. fli.li (J i主・ζ7'I~ -rミン1置かiぬ
勺たのは理解できる. rロプリンが二の七I自の人々でむ
( 15) 
しろ高1直をぶしたのは，衛生状態が思いため.これに.it&
応して免疫抑休か地加したのか.あるいは種属乃特徴を
，戸す遺伝''{=1ーの間組なのかはきらに検Jを必要tするれ
3 • ゆN尿棄の利用
これ句の高地1\\のf1~ifírl i主に対する必応にl羽l. I哨
をラヘルした版本を用いて. 1977年8月.Goroka周辺約
I京地人成人5名について. ~J<訟の再利用について実験し
た成績21について必明する。
15N尿素を2Umg/kgの'ln1{-tて'H.ntl:'j.した後.10円11毎
日係血しまた2.4時間尿を!長め 15N緋滑ia と 1血~~UトE員自
性.';1往来と血祭蛋内に取吋込まれた15Nなを党'Ii:.分む明吉宗
請を測定法て予測定したe その結決尿排f世ISNQ)~f古曲線は
15 '-J投与後5日日て{，i高にi主し.投与量の20-50%が体内
に蓄移している1;:かI明かとな った これはあtfRiとして行
ヮた日本人低湿白食(0.5!kgl日)の2週間の績に似ていた。
巾争責蛋白への15Nの取リ込み1..rlL]おでよく似た成績を得た。
血続t1i1']を1m水分解しア Eノ般分l叫についてLらべると，
，ξプアニューキニア白地人の式料の80%に '1ジン分Ibl
への15Nの取り込みがみられた拭 日本人の(fUfi内食群に
はほとんど '1:/ンへの取り込みはみられなかった 人体
内で1j.1J.;ンli1'-.-成できない答であるか ISN_'1 ~ンが
J ごプアニューキニア，'r1jj也人の血~.lli l" ' (' にみ lおされた 二
とよリ.脱内制限による尿素か(CIlリ J ンm合1iX. これ
の人体内干IJf日が，尚J也人の永年の{底蛍肉食への適応と L
てl足iftしているので{J.t.:いかとJ7えられる、
IX 給 語
バプアニューギニア街地民Ii. (.氏主主白食を常食として
いるに もかかわらず.筋骨乏しし健康弘ー生活を送勺て
いると.i.:わJ.Lている 1¥'-I'iらは. 1977-78年の 2-'1:にわ
たり. その生活実悠.食'1i品寄てを， 一絡に生iおしなカ・ら
鋭寂し，かっ食餌調笠.1:，;計約問調査.身体，;1'11むl等を行
なうといl時に尿、糞. lIU夜:予を結集L. この.J且(1の栄
重E学でIl，1見日月凶ffl.な現象のE聖仰を解UJしようとした
その結来選定'-1.こ地区の高地人1;.， 今ケお新石器時代
の生活の断片壱生前態度の随所にF唱しながら，一方で物質
文H月の波に洗1)Jしつつあリ.ニこ数年ー て. このよっな生息
的必応♂γ'JH患が乱きれるのてはないかと忠わ1した 実験
調食の結札成年男干{;I.筋*~与しく IjでJ!W蛋白u
は少〈約0.6rkg/日で.従来の将ti守と大きな差はみられな
かったe ただ.'a葉山納i主催かにAをτf;喧にすき'ず t
た'主体の.ffi自利用!交がILまp ており， また!民紫を手IJmし
て必例アミ/般を防Iq細菌が合成 l.， ニItを利用する能
力か花まうていることをみ!"j H~ した t
Ill1ft，7ロプリンが異常に市いニとあ埋白や. !I.' f.手E
一16-
育期あるいはまE逮捕の栄養に対する~îr.;など，まだ検討
しなければならない問題は山積しているロさらに今後検
討を続けた札。
附 パプアニューギニアBeha地区の言葉
東部ニューギニア高地語属は，パプア語を話す人達の
約1/3を占め，次の 7つの集団(Family)がある。
これに属する人口
1 . Eastern Family 
2 . East-Central Family 
3. Central Family 
4 . West-Central Family 
5. Kalam Farnily 
6. Wirn Family 
7 . Kenati Family 
38，500 
184，000 
329，500 
323，500 
17，900 
16.000 
550 
(2GdSbF州
2 b Siane Sub-Family 
2 c Guhuku Sub-Family -seha村
2 d Kamano Sub-Family 
図 8に.East-Central Family仁属する人nの居住する
地滅を示した。Beha村はGuhuku<7)Suh-f'amilyに含まれる
Fl~，P". ~ 一 、
、-... 、£
図-8 East-Centl'al FamJ!y居住地区
次に簡単な現地E告をPiJgin英語および英語と対照して
示した。また，簡単な会話を現地語と英語 Pidgin英語
を対照して示した。現地語の保集li聴きとりで行ったの
で. hを発音するかし4・いか， geとkeの区別，あるいは
rとlの別など.不完全なところも 多いと忠われる。
Pidgin英語1:1ラネシアに最も普及している共通語であ
る。約150年前.中国人が南太平洋地区で売買するとき，あ
まり多くの現地語があるのに鴎リ，人工的に作った言集
fごと言わtLる。現地人は向分の言語闘では自分の言葉を
話すが.他の言語閣に属する現地人と請す場合li. 通常
Pidgin英語を周u、る。 Pidginということ l:fli， p 1geonの
きえず1)のよう屯・言葉という窓l味だという説と.biusnes~ 
食 キ拘
?
英語という:蛍味方ヘなま勺てPidgin英誇となったとい 7
説とがある。
最後に数のかぞえ方を記す。2通りの言い方がある久
15まで数えるのに約30分かかった。額例なので設近li，
Pidgin英語の数え17がよ〈健われているロ現地語の2種
燃はいずれも 2進法であった。始めに示した数え方li，
自分の手足の指を15までかぞムそれから相手の指に移
る点が興味深かったc
表-8・|
Engl1sh Pldgin [n91jsh 8eta Langllage 
t. Me 
We 
Hl Nege 
Hloet.， Vuml Lege 
Vv Kage 
YIlpe1a L ;gl 
Em Age，陶ge
Papa Ndva 
Ma刷 Ito，陶附
泊IOlmama relete Nan。
缶同lpapa relete H.w. 
Bl'dta， 51.. Nasf 
5is.， Bratt No" 
Man W'M 
Med Wayaho 
M.nki AI~ 
Plkinin;的erf Rakana 
Plkinlnl relete Ala 
Vou 
Vou 
He， Th町・ She
Father 
陶th.r
Aunt 
p.terna1 ~nd. 
Brother 
51ster 
Male，附an
Woman 
Boy 
Girl 
Chi1d 
Md1. Natlve Child Hankl Ah 
T側同rrow T凹.ra At抑
Today rede Iwl va， He 
Vesterd.y Asade AIga 
Da.y before y..terday Asode blpo AgIga 
例。rnlng Monfngtafm 憎1抽ro1va
Afternoon Apf num Nuk 1 
Nlght 陶仇 Utlmavi 
Cooklng Uten，i1s 
Bamboo L tl 
1In 
同帥U
Tln 
Prafp~n 
Nolp 
Aven 
$pun 
SOspen 
Tlpot 
80tolw.r. 
Flgu 
Tven 
5ipnul 
s.咽
Sa問
自。toloωne
C.n 
Frj'pan 
Knlfe 
Oy.~ 
5pQon 
Saucepant Pot 
Teapot 
Water Bottle 
Pr.penl 
Food 
Butter 8Tt・
8fa 
81sket 
8ret 
8"01 
eon.明a
1<apl.k 
Ke~ 
80to 
Blaone 
8fsket 
8retl 
Buai 
Jagl 
KenUI刊hl
1相Keke
Kl1e 
Kokonasl 
Lugula 
んm
6urutl 
8eer 
Blsc，1 t 
8read 
Sote1""t 
Banana 
Sreadfrutt 
Cake 
Corn Kon 
Coconut Tre. 
Cueumber 
Egg 
Fruft 
KOt.o柑，. 
Kukamba 
KI.u 
Pru1 
( 16) 
小石，奥図，伊達.~是原.柳禍ー パプアニューギニア高地への生態 (総説) ーJ7-
F・a Gr1s H.ke 
Mt1民 5usu H睡
陶.t Abus Nor.ln・励、1"" Anlln Onlonl 
Pln..pple P.ln・P.Anlnas Plin・p
P国npkln Pam蛇.~ Banlkenl 
Rod P.ndanus "・rlt4 ~・，...、
JH‘e Gerop H.po Al t 
SWett. 5uger S'Wlt Hlgi 
s...t Potato 同叫制 "1M 
5n.k. Sn.k Kuli 
『四..to T凶..to T....to 
附11s~1 ~Iskl N.陶刷
刷IdPig watl PI. 民。1.Ukull" 
v.向 Vo . 村ag。
E同川崎
Sotl 9qll1m Foll..io 
Cuも Kalfm Hdvele 
(00. Ku.1m J.gl U~。
M，. Abuslm 向ik;s;ml。
Mak. Fi rε T.1tlm Afumeh. 
Wash 制dswdS A5t.51 
表-8・2
1. Eng115h 
2. P1dgln EngllSh 
]. 8.ha language 
1. 1 go to the 1¥oU50. 
2 剛胆 lon9hau5. 
3.嗣gew.gowa "1'同uf.
1. 1同 ntto tlte 1>。凶..
2. "1 go pln15 lon9 hOU5. 
3 陶酔附同t・1lyO.同91110.
1. 1 ，111 90 to tlte 1¥ou... 
2. Hl 1・IkIgo 1009 h."5. 
). H.g. n.刷 Ul叫 S開祖keh畑 111叫
1. Vou go to the house. 
2. Vu 90 long haus. 
].陶gew60 na同 t.1.
1. 10u咽 ntto the hou.e. 
2. N 90 plnls lon9 haU5. 
J.陶genamatal ..ag.l f4n.. 
1. Vou"I n go to th. hOU5.. 
2. Yu 1alk Igo lon9 h.U5. 
1. 陶ge同制t.1川如何樋k.h酬 111・ne.
1. He g005 to the hOU5.. 
2. E聞 Igolon9 hau5. 
J. Age n_刷 t・1..1 
1.憎同叫 totho hOU5.. 
2. Em 190 p1nh lon9 haus. 
J. A9. n....tal "-9.11•. 
1. Ho..1 11 go to the 1¥0"5'. 
2.伽1alkh.(bal)190 lon9 haus. 
3. Age nallt.1 . ・ne偶okehomll1e. 
1. 1 gl.o yOU thh book. 
2.附 91v1附 yudh陣1・buk.
3. 陶酔 kebukua ka情。.
1. Vou gl刊腔 th1吉 b回 k.
2. Yu g1vh. 11 disp.l・buk.
3. 陶酔 g.bukua n.，憎In.
1. 憎 glves.， thls岡崎.
2. ut g1vIM刷剖spehbuk. 
l.勾e-ke bukua n8削 .
表-8・3
1.ω。d間 rn1n9.
2. Gutp.la monin. 
3. 50'0 ho罰0101"..
1. Good ofternoon. 
2. Gutpeh opinun. 
3. 50'0 nu1. 
1.匂odnl9nt. 
7. Gutpola "，it. 
3 Utuno"i. 
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l.陶W 0間四ul
2. 'u 01s... won酬 1or Vu or.ll1 
3. Elln.l or糊eesuo tl・n7
1. Pl.... 50y It ogoln. 
2. Pllls yu tok gon. 
3. lo hog n'. 
1. 1 beg yo.r pordon. 
2. Vu tok won.... 
J. E1~ne h・ne.
1. Good-bye. 
2. Gut bol. 
J. Mf1ltamlo 10 ¥.1酬帽.
1. 1 don' t kno~. 
2.例1no 5...1. 
}.陶gaove. 
1. let U5 gO. 
2. Yu痢igo. 
J. Leg. w.ugun.. 
1. T.l1 .. yOur nl同 .
2. Tokll1 'n輔 bl1。吋 yu.
J.陶酔 g・hon創世.
1. It 1. l1Y gordon. 
2. Em 1 9・tenbf10吋刷.
3. ~ego 5U gihj anL 
1. 1 can ."hn. 
2.附1Inop long ."lm. 
3.向ege009054 havalogOf咽.
l. 1 go to the rh.r and w・.hIn it 
2. 11 go long riva n.禍 S酬 ..ulon9 rl"l 
J. Onetol "okatah astasl 01ln.vlo. 
1. 1 llk. to .ot 5明官 food
2. 例1101~ 依・Ik.1
3. N.dalno nasぽnakeo-w.
1. 1 ho ve be.n 1 n GOTok・-
2. Ml 90 plnl包 longGoroka. 
3. Hogo G。同kau90ー 蝿gollovo.
1. Hy岡山町柑ntto the同内抗・
2. Hama ; go 10時 bung.
). Nono q‘oketl 1・1・桐.g..11
1. The間 nand w明暗n憎 ntto出金日刷。1.
2. P1anti man n. merl 01 i go lon9 .kul. 
3. Fako ・・no"ogo.oyo".go sukulul・w・hu.e.
1 A問問u90ln9 tO 5C問。iev.ry dayl 
2. Yu 51'. go 1009 5kul ologou del1 
3. Klgo 5U民uluviwagoguna u創刊i1fanal 
1. WIt.t are you dolng1 
2. Vu mekl岡崎n...l
]. Kage岡1avenah帽 1lonol 
1.剛.tdo you 5tudy ot th. sch凶行
Z. Yu 101nll1嗣nenlsamting 1。吋 sku1T
3. Kago 5ukuluvl h.1ave na hoonel 
1.酬t.r.15 lho g_rdenl 
2. Gaton t 5も'p"el 
3. Glhl ek・t.1anljll 
1. Who.. fs陶lug・，"1? 
Z. Wonem hop陶lugol".17
3. K.lugoluvl ek...ro t "41llze? 
1. Whon dte you c凹lI!to tho town 1 
2. Wonem tolm yu ko冊 longplesl 
3. Hel・y~ kUndl"d taunivhan・hone7
表-s・4
CARDIHAL 
Pldgln tngllsh 
1 ~ w，n 
2. tU 
J. trt 
‘• foo 
5. fal~ 
Beh4 L.珂凶ge
hl"・
10時
loro 9・lklk・
1are 9 go1or. 9・90
1・reg. go 1Ir. g. 90 lktk・
q。
k.l1 SI na.Zi UPUI憎 kol1・tka
kalsa n"o岬叫帽 kol1ar. 
k・151nau UpUlme. k・11・re
90 lklk. 
katsa naza upua冊 kal1・re
go go l.re ga go 
10. t.en ta1sa k.a1sa nau upua開
11.同 n陣1・ttn.-an ka1sa k.a1s1 naza up凶帽 nogε
su iktka 
12.叫 npe1at.en tu kal~a kaisa naza upuame n・ge
su hre 
13.吋a円pelaten tr1 kaisa klfsa nUI upuamt! nage 
5U 1・同 go 11<11<. 
14. wonpe!a t.n foo ".15-kots. nazo "PUO憎 n.go
stJ loro 9" go loro go go 
15.川 n陣1・tenr.tv no<o ".i5. ".15. olh個別!nage 
5U k.lsa olh併問 h.nldo
????????
???
9. n・ln
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16. w.npel・t.ens1kis kaz4 1.ro upu.町M!.49. 5U 
k.is. ikih f.l.問権
食
(0') kuo 10" upua間k.agesu 
.1 sa .09. su岬uar田Kalik!kd 
faloα閣
17. w4npe1a ten se.en kdu 14r. upu制定 kage'u 
I 旧Is..a90 su upua咽 kol1ar. 
hleome 
20， tup.1a ton kaza 1ar.岬山間 k090su 
1 are upua冊
21. tupo1a ten禍 n kaza lare upuame kage su 
1are upUo冊 lkikofal開問
9.>of yO-plus kals4'h.1f naza司11)'nand 
upuame1together ka i皐theoth.r one n.yo SU'1¥Y l.g 
olhOf昭事finlsh h4nldo'stop ka白書yournand 
kage su.your leg faleo冊 =minus
表-8-5
Beha Lonyua90 
1. iklka 
2. 1are 
3. 1oro-9' go lklk. 
4. '.r.-9' 90 lore-go 9。
5. '.ro-g. go '.rモ-gogo lkl k. 
6. lor.-9' go '..0-9・90loro-90 go 
7. loro-g. go 1aro-go go 1ar.-ga go iklko 
8. 1aro司g.90 '.ro-g. go 1..0-go 90 '.r.-go go 
9. 1oro-go go 1are-go go '.ro-go go Ioro-go 9。
lklk. 
10. I.ro-go 90 1oro-g' 90 1or.-go go Ior'-90 go 
1or.-go 90 
あとがき
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大の府i古記数綬，辻岡純三助手，fi志品大学医学部栄養学
科の藤田美明治問i，力'jj_.徹研究員らが調査に参加した。
現地食品の分析(表-4 )iJ.，大阪線境科学研究所の
大柴恵一，中山I'f穂.岡崎行夫， I1井信子の諸氏のt6l，力
を1号た。 護んで深謝する固またこの分析を斡旋して下き
勺た同研究所の明僑八郎部長に謝意を表す。
この総説fiJ978年J!r.の調査成績を中心としてまとめた
が.これは昭和53~ド度文部省科学研究費(海外学符調査)
によ勺て行われたe その前後の準備や後{上末等には，織
+トlニュージ ランド海運同盟，日本郵船肌.大阪11.KK 
味の素K.K，t0下電器札人阪和育英会， 日本生命KJ<.，藤沢
薬品KJ<.等多 〈の会社.団体に~干竜の援助を受けた。なお
本調査の事務や手続，さらにこの原稿の主主主Eやf予選には
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